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海上保安友の会の皆様におかれましては、日頃から若松海上保安部を応援して
頂き、ありがとうございます。今年も厳しい猛暑が続いてましたが、最近になり、
やっと過ごしやすい気候となってまいりました。さて、前号（令和７年６月）
発行後から10月までに実施しました若松海上保安部の活動の一部をご紹介させて
頂きますとともに、海上保安部からのお知らせを掲載させて頂きました。

若松海上保安部では令和３年度から、北九州市などを中心に活動されているキャリア
教育研究会（ボランティア団体）が主催する夢授業に参加しています。夢授業とは小中
学生を中心に職業人が“どんな職業なのか”や“働くことの意義”を子供たちと語り合う
時間となっており、今年は５月から４校の夢授業に参加しています。１０月から１２月の３
か月で１９校の夢授業が計画されていることから出来る限り参加し、小中学生へ当庁の
魅力を伝えていきます。

夢授業に参加し魅力をアピール！

小学生への夢授業状況

若松警察署協議会委員に対し洋上視察を実施！

７月３０日（水）、若松警察署協議会委員に対し、若松警察署と当部との連携状況や
若松管内海域の特徴を知ってもらうことにより、警察活動・海上保安業務への理解を
より一層深めてもらうため、巡視艇による若松管内の洋上視察を実施しました。
今後も若松警察署と連携・協力し地域の安全を守っていきます。

巡視艇基地にて
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北九州市立大学生に対するキャリア支援を実施！

８月８日（金）、北九州市立大学法学部の学生に対するキャリア支援の一環として
海上保安業務に関する最新の情勢や今後の展望を紹介・説明をするとともに人命救助法
体験や巡視艇への体験乗船を実施しました。学生が目指す職業人へのキャリア支援に
繋がり、併せて当庁の魅力に感じてもらうことを期待します。

業務説明状況 人命救助法体験

海の安全教室「子供の水難事故を無くそう！プロジェクト」

若松区の小学校４校に対し、若松消防署と合同で「子供の水難事故を無くそう！
プロジェクト」（海の安全教室）を実施しました。これは、令和５年７月に、福岡県若宮市
において、小学６年生の児童３名が川で溺れ、尊い命が失われるという痛ましい事故が
発生していますが、毎年このような海や川などでの水難事故が後を絶たないことから、
若松消防署の発案により、実施の運びとなったものです。座学では、事故に合わない
ための注意事項など、実技では、ペットボトル等の浮具を使用して救助体験を行うなど、
安全意識の向上を図りました。水難事故が無くなることを願っています！

真剣に聞き入ってます！ 浮くか不安になりながら、がんばってます！
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水難救済会救助員（岩屋救難所所属）への表彰

8月12日（火）、岩屋海水浴場沖合で発生した漂流者事故において、当部からの救助
要請を受け、直ちに船を出港させ、漂流者１名を無事に救助したことを称え、水難救済会
所属の救助員２名に、若松海上保安部長から表彰状を送りました。

白島基地所属船によるオイルフェンスの展張 若松部長による訓練講評

9月12日（金）、北九州市若松区沖合の白島において、白島国家石油備蓄基地と
合同で防災訓練を実施しました。白島に向かう通船と外国貨物船が衝突、怪我人が発生
するとともに、燃料油が海上に流出したとの想定のもと、怪我人を巡視艇引き継ぎ搬送、
白島基地所属船による海上流出油の回収、防除を行いました。
日ごろの訓練の成果もあり、スムーズに訓練は行われ、官民の連携強化がより一層
図られました。

白島国家石油備蓄基地との合同訓練を実施
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7月から９月にかけて、航路標識（灯浮標など）の消灯事故を想定して、若松海上保安部
所属の全巡視艇４隻による灯浮標などへの移乗訓練を行いました。
灯浮標は浅瀬等の危険な場所や船舶が安全に通れる道（航路）を示すため、夜間灯火が
点灯していますが、消灯してしまうと灯浮標がどこにあるのか分からなくなり、逆に障害物と
なって船舶が衝突してしまう危険な存在になってしまいます。
このため、夜間緊急に灯火を点ける必要がありますので、併せて仮灯火の設置訓練を行
いました。
これからも、船舶が安全に航行できるよう、航路標識保守業務に邁進してまいります。

巡視艇による航路標識への移乗訓練

もくれん接舷訓練

たかかぜ接舷訓練

仮灯火設置訓練

職員の移乗訓練
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皆さん、今年の夏は海に遊びに行かれましたか？
今年も猛暑…外に出掛けるのも躊躇してしまいそうな気温でしたが、やはり夏は
「海！」ということで、海に遊びに行っている方や海で遊ぼうかなと思っている
方に対して『海での事故ゼロ』を願い、今年の夏も安全啓発活動を行いました。
当部航行安全課には、“海難防止に係る活動”を所掌している

＜地域海難防止対策官＞という役職の人が配置されています。
夏は、正に＜地域海難防止対策官＞が大車輪のごとく大活躍！！
その一例として、

・ 海水浴場での官民連携した合同パトロール
・ 海水浴に行かれる方に安全に楽しんでもらうため、皆さんに少し
でもメッセージが届くように
→ 区役所へデジタルサイネージでの掲載をお願い
→ 公共交通機関へのポスター掲示をお願い

・ マリンレジャー関連団体会員の皆さんへの安全講習
等々やりだしたら切りがありませんが、『安全に海で楽しんで遊んでもらうため
に趣向を凝らして活動しました。

海での事故は決して夏だけに発生しているわけではありません。
引き続き、海での事故発生ゼロを目指し、官民連携しながら取り組んで参ります！！

地域海難防止対策官、大活躍１
～ 夏のマリンレジャーシーズン 頑張りました ～

海水浴場での合同パトロール
～警察・民間マリンレジャー団体と～

区役所でのデジタルサイネージ
～海水浴を安全に楽しむためのお願い～

「海の事故ゼロキャンペーン」のお知らせ 安全講習会
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10月26日（日）、「2025 若松みなと祭り」が開催されました。
この祭りは、＜地域の活性化及び親睦を図るとともに、若松の歴史文化の

発展に寄与すること＞を目的に開催されており、当日はステージや広場で各
種催しやブース出展が行われており、多くの方で賑わっていました。
『若松みなと祭り』での催しは海関連のものも多くあり、かつ多くの方が

訪れるということで、当部航行安全課では例年、同祭りにおいて『一日海上
保安官による海難防止強調運動に伴う安全啓発活動』を行っております。

＊ 海難防止強調運動…
→ 海事関係者のみならず広く国民に対し、海難防止思想の普及及び
高揚並びに海難防止に関する知識・技能の習得及び向上を図ることを
目的に活動

「UBE三菱セメント株式会社」様から２名及び「東京製鐵株式会社」様
から１名の選出いただきました。また、海上保安庁の認知度向上を図るべく
（そして…海保を少しでも知ってもらい、将来の職業の選択肢になればとの
思いから）、新たな取り組みとして若松管内に立地する大学にもお声掛けを
させていただき、なんと九州国際大学２年生の学生が立候補をしてくれまし
た。（将来、一緒に働けたらイイな♪）

祭り当日、４名の一日海上保安官は積極的に声掛けなどしてくれ大活躍！！
無事に大役を務めてくれました。本当に感謝です♬ありがとうございました

一日海上保安官
～ 若松みなと祭り

～任命式～ ～ステージでの安全啓発呼び掛け～

～一緒にパチリ、記念撮影～ ～お声掛け～
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※若松海上保安部ホームページは、随時、更新しています。
今後も、ホームページを通して若松の海に関する様々な情報を発信します。

若松海上保安部HP


